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主
な
日
程

９月18日（火）　争議支援宣伝　18：00　四条大宮
９月19日（水）　�戦争法廃止！街頭演説・デモ　18：30　京都市

役所前
９月19日（水）　消費税・社会保障宣伝　18：00　四条大宮
10月６日（土）　�９条京都のつどい2018　14：00　龍谷大学響都

ホール
10月16日（火）　�労働法制京都連絡会学習会・総会　18：30　ラ

ボール京都

誰
で
も
、

ど
こ
で
も

８
時
間
働
け
ば
、

　

京
都
総
評
は
、
９
月
２
日
に
京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

で
第
86
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
代
議
員
、
特
別
代
議

員
、
役
員
な
ど
、
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
京
都
労
働
局
長
、
京
都
府
商
工
労
働
観
光
部

長
、
京
都
市
長
、
京
都
弁
護
士
会
長
、
自
由
党
、
緑
の
党

な
ど
、
多
数
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、「
誰
で
も
、
ど
こ
で

も
、
８
時
間
働
け
ば
ま
と
も
な
暮
ら
し
を
！
人
間
ら
し
く

働
く
ル
ー
ル
の
実
現
を
」「
許
す
な
改
憲
、
安
倍
政
権
打

倒
！
守
っ
て
生
か
そ
う
憲
法
を
」
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

し
た
２
０
１
８
年
度
運
動
方
針
を
採
択
し
、
新
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
梶
川
議
長
が
あ
い

さ
つ
。
全
労
連
、
全
労
協
、
日

本
共
産
党
、
新
社
会
党
、
自
由

法
曹
団
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を

受
け
ま
し
た
。ま
た
、京
都
弁
護

士
会
・
浅
野
則
明
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
の
提
案
を
行
っ
た

池
田
事
務
局
長
は
、「
５
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
私
た
ち

が
直
面
し
て
い
る
課
題
・
た
た

か
い
の
方
向
を
簡
潔
に
ま
と
め

ま
た
、
本
大
会
の
基
調
を
な
す

も
の
」
と
強
調
。
２
０
１
８
年

度
の
重
点
課
題
と
し
て
、
①
憲

法
改
悪
阻
止
、
憲
法
を
守
り
生

か
す
一
大
府
民
運
動
の
展
開
、

②
暮
ら
せ
る
賃
金
と
均
等
待

遇
、
ま
と
も
な
雇
用
を
求
め
る

た
た
か
い
と
権
利
と
し
て
の
社

会
保
障
の
確
立
で
暮
ら
し
を
守

る
た
た
か
い
を
す
す
め
る
、
③

２
つ
の
調
査
活
動
（
生
活
実
態

調
査
と
公
契
約
実
態
調
査
）
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
さ
せ
、

労
働
者
の
生
活
実
態
と
公
契
約

の
下
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
生

み
出
さ
れ
る
実
態
を
可
視
化

し
、
暮
ら
せ
な
い
、
仕
事
も
地

域
経
済
も
立
ち
行
か
な
い
現
実

を
社
会
的
に
明
ら
か
に
し
て
対

話
と
共
同
を
広
げ
、
職
場
と
地

域
か
ら
た
た
か
う
、
④
医
療
や

介
護
、
年
金
の
改
悪
、
社
会
保

障
の
市
場
化
に
反
対
し
、
権
利

と
し
て
の
社
会
保
障
を
取
り
戻

す
大
運
動
、
地
方
自
治
体
に
対

し
て
地
方
自
治
法
第
１
条
に
明

記
さ
れ
た
「
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
基
本
」
と
す

る
こ
と
を
求
め
る
要
求
運
動
を

す
す
め
る
、
⑤
組
織
拡
大
・
強

化
３
ヵ
年
計
画
に
基
づ
き
拡
大

運
動
に
全
力
を
上
げ
、
必
ず
増

勢
を
勝
ち
取
る
こ
と
―
と
い
う

５
点
を
提
案
し
ま
し
た
。

２
つ
の
調
査
活
動

を
成
功
さ
せ
よ
う

　

そ
の
中
の
中
心
的
取
り
組
み

と
な
る
２
つ
の
調
査
活
動
に
つ

い
て
、
特
に
強
調
し
て
提
起
し

ま
し
た
。

に
し
て
い
く
こ
と
、
第
二
は
、

調
査
の
過
程
と
調
査
結
果
の
議

論
を
通
じ
て
、
要
求
に
確
信
を

持
つ
と
と
も
に
、
最
賃
引
き
上

げ
な
ど
の
取
り
組
み
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
10
月
に
ス

タ
ー
ト
集
会
を
開
催
し
て
調
査

活
動
を
す
す
め
て
い
く
の
で
、

単
産
・
単
組
・
支
部
な
ど
で
大

い
に
議
論
し
よ
う
。

　

公
契
約
実
態
調
査
は
、
京
都

府
の
「
公
契
約
大
綱
」
も
京
都

市
の
「
公
契
約
基
本
条
例
」
も

賃
金
下
限
額
の
定
め
、
賃
金
条

項
が
な
い
た
め
、
公
契
約
の
下

で
働
く
人
の
労
働
条
件
の
改

善
、
暮
ら
せ
る
賃
金
の
確
保
に

結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
京
都
府

　

生
活
実
態
調
査

の
目
的
の
第
一

は
、
調
査
を
通
じ

て
、
京
都
で
〝
普

通
に
暮
ら
し
て
い

く
〟
た
め
に
必
要

な
賃
金
が
い
く
ら

な
の
か
を
明
ら
か

　

公
契
約
実
態
調
査
活
動
を
通

じ
て
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
経

て
、
京
都
府
内
で
の
公
契
約
条

例
制
定
へ
の
世
論
と
機
運
を
高

め
て
い
く
契
機
と
す
る
取
り
組

み
を
必
ず
成
功
さ
せ
よ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

３
つ
の
分
野
の
た

た
か
い
を
旺
盛
に

　

当
面
の
た
た
か
い
の
中
心
課

題
と
し
て
、
第
一
に
、
公
務
員

賃
金
の
引
き
上
げ
、
冬
季
一
時

金
闘
争
で
の
前
進
を
勝
ち
取
る

こ
と
。
第
二
に
、
安
倍
内
閣
の

改
憲
策
動
の
阻
止
を
め
ざ
し
、

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法

を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
。
第
三

に
、
改
悪
労
働
法
制
の
職
場
へ

の
持
ち
込
み
を
許
さ
ず
、
人
間

ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
め

ざ
す
こ
と
。
そ
し
て
、
３
つ
の

分
野
の
た
た
か
い
を
旺
盛
に
展

開
す
る
中
で
、
秋
の
組
織
拡
大

月
間
を
成
功
さ
せ
、
そ
れ
を
土

台
に
、
暮
ら
し
を
守
る
政
治
の

実
現
、
憲
法
改
悪
を
阻
止
す
る

た
め
に
総
力
を
あ
げ
よ
う
と
提

起
し
ま
し
た
。

や
京
都
市
が
発
注
す

る
公
共
工
事
の
現
場

で
働
く
労
働
者
の
賃

金
は
ほ
と
ん
ど
上
が

っ
て
い
な
い
。
一

方
、
業
務
委
託
や
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
の

実
態
は
十
分
明
ら
か

に
な
っ
て
お
ら
ず
、

青
い
と
り
保
育
園
事

件
の
中
で
、
雇
用
の

継
続
・
確
保
を
公
契

約
条
例
で
定
め
る
必

要
性
も
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

自
由
法
曹
団
京
都
支
部

�

小
笠
原 

伸
児
　

幹
事
長
・
弁
護
士

全
労
連

�

野
村
　 

幸
裕
　

事
務
局
長

全
労
協

�

中
岡
　 

基
明
　

事
務
局
長

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会

�

倉
林
　 

明
子
　

参
議
院
議
員

新
社
会
党
京
都
府
本
部

�

池
内
　 

光
宏
　
委
員
長

次の方々から大会に来賓ご挨拶をいただきました。
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　

来
賓
あ
い
さ
つ

ん
に
連
帯
し
て
た
た
か
い
ま

し
ょ
う
。

　

こ
の
秋
の
た
た
か
い
は
、

ま
ず
改
憲
の
発
議
を
止
め
る

こ
と
で
す
。
安
倍
首
相
は
秋

の
国
会
で
改
憲
提
案
を
急
い

で
い
ま
す
。
世
論
の
多
数
は

９
条
改
憲
に
Ｎ
Ｏ
で
す
。
市

　

一
昨
日
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
京
都
訴
訟
が
、
大
阪
高
裁

で
一
人
親
方
の
国
に
よ
る
救

済
を
含
む
、
全
面
勝
利
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
共
に
喜
び

合
い
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
と
連
帯
し
て

た
た
か
お
う

　

こ
の
一
年
は
、
安
倍
政
権

の
暴
走
政
治
の
下
で
、
こ
れ

と
対
抗
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
た
た
か
い
で
し
た
。
た

た
か
い
の
中
で
重
要
な
共
同

を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
最
も
鋭
い
対
決
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
沖
縄
県
知
事
選

挙
で
す
。
沖
縄
の
た
た
か
い

は
、
米
軍
の
基
地
を
つ
く
ら

せ
な
い
た
た
か
い
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
方
自
治
・
地
方

政
治
を
自
ら
つ
く
る
た
た
か

い
で
す
。
玉
城
デ
ニ
ー
さ
ん

を
先
頭
と
す
る
沖
縄
の
皆
さ

民
グ
ル
ー
プ
や
個
人
の
皆
さ

ん
と
毎
月
19
日
の
デ
モ
の
取

り
組
み
や
３
０
０
０
万
署
名

な
ど
が
、
安
倍
政
権
一
強
の

暴
走
を
食
い
止
め
て
き
た
力

で
す
。
こ
の
到
達
に
確
信
を

も
っ
て
、
こ
の
秋
の
改
憲
を

食
い
止
め
る
歴
史
的
た
た
か

い
に
大
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
安
倍

「
働
か
せ
方
改
革
」
法
を
職

場
へ
持
ち
込
ま
せ
な
い
た
た

か
い
に
全
力
を
あ
げ
、「
８

時
間
働
け
ば
ま
と
も
に
暮
ら

せ
る
賃
金
と
働
き
方
」
を
求

め
ま
し
ょ
う
。

労
働
組
合
が
人
間
的

連
帯
の
土
台
に

　

「
生
活
実
態
調
査
」
と

「
公
契
約
実
態
調
査
」
を
行

い
ま
す
。
現
場
か
ら
事
実
を

可
視
化
す
る
取
り
組
み
で

す
。
す
べ
て
の
仲
間
の
参
加

を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

労
働
組
合
を
強
く
大
き
く

す
る
こ
と
が
、
や
っ
ぱ
り
勘

所
。
い
ま
市
民
と
の
大
共
同

で
、
地
方
か
ら
政
治
を
動
か

す
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
、

府
知
事
選
挙
で
積
ん
だ
私
た

ち
へ
の
期
待
は
こ
れ
ま
で
に

な
く
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。安
倍
政
権
に
よ
っ
て
、人

間
的
つ
な
が
り
が
ズ
タ
ズ
タ

に
さ
れ
る
下
で
、
労
働
組
合

が
人
間
的
連
帯
の
土
台
と
な

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

憲
法
は
、「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
と

「
二
度
と
戦
争
と
い
う
過
ち

を
犯
さ
な
い
た
め
」
に
、
主

権
者
の
先
頭
に
立
て
と
、
私

た
ち
労
働
者
に
団
結
権
を
保

障
し
て
要
請
し
ま
し
た
。
そ

の
役
割
を
今
こ
そ
果
た
そ
う

と
呼
び
か
け
て
、
ご
あ
い
さ

つ
と
し
ま
す
。

京
都
総
評
議
長

梶
川
　
憲

秋
の
た
た
か
い
は
、

改
憲
発
議
を
止
め
る
こ
と

開会あいさつ（要旨）

憲法を守り生かそう!
許すな 改憲!

！

ま
と
も
な
暮
ら
し
を

５
つ
の
重
点
課
題

を
柱
に
し
た
運
動
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長岡 信行さん

京都放送労組

無
期
転
換
、

直
用
化
を
実
現

暮
ら
せ
る�

・ま
と
も
な

支援を訴える仲間

職
場
で
、地
域
で
、要
求
か
か
げ
て

　

２
０
１
８
年
問
題
は
、
労
契

法
18
条
に
基
づ
く
無
期
転
換

は
、
対
象
者
全
員
の
無
期
を
勝

ち
取
っ
た
。
改
正
派
遣
法
問
題

で
は
、
直
用
希
望
者
は
無
条
件

で
直
用
す
る
と
い
う
合
意
が
会

社
と
で
き
て
お
り
、
４
月
１
日

に
最
初
の
適
用
。
９
月
に
２
人

目
の
予
定
。
こ
れ
ら
の
成
果
も

あ
り
、
拡
大
で
は
10
人
の
目
標

に
対
し
て
、
21
人
を
拡
大
し

た
。
18
春
闘
で
は
、
39
項
目
の

要
求
を
実
現
。
半
数
は
構
内
ス

タ
ッ
フ
の
要
求
。
企
業
内
最
賃

も
１
４
８
０
円
の
回
答
を
引
き

　

大
会
は
午
後
に
議
案
審
議
・
討
論
を
行
い
、
22
人

が
発
言
し
ま
し
た
。（
文
書
発
言
１
）

　

要
求
実
現
の
課
題
、
３
０
０
０
万
人
署
名
運
動
、

組
織
拡
大
の
と
り
く
み
、
職
場
実
態
の
報
告
な
ど
豊

か
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
・
玉
城
デ
ニ
ー

候
補
へ
の
寄
せ
書
き
コ
ー
ナ
ー
が
つ
く
ら
れ
、
参
加

者
が
決
意
を
寄
せ
書
き
し
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
し
、
梶
川
議
長

の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

綾部地労協
大島 辰哉さん

戦
争
展
で
憲
法
の

大
切
さ
を
実
感

　

綾
部
の
戦
争
展
に
４
０
０
人

が
参
加
し
た
。
青
い
目
の
人
形

展
示
と
話
が
感
動
を
呼
ん
だ
。

福
山
弁
護
士
の
憲
法
講
演
も
よ

か
っ
た
。
レ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ

ー
の
話
が
印
象
的
。
19
歳
の
女

性
か
ら「
改
め
て
、戦
争
が
あ
っ

た
こ
と
を
実
感
。
憲
法
を
守
ら

な
け
れ
ば
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
安
倍
退
陣
へ
、
引
き

　

安
倍
首
相
は
、
８
月
12
日
に

山
口
県
で
行
わ
れ
た
講
演
で
、

「
自
民
党
と
し
て
の
憲
法
改
正

案
を
次
の
国
会
に
提
出
で
き
る

よ
う
、
と
り
ま
と
め
を
加
速
す

べ
き
だ
」
と
語
り
、
９
月
10
日

の
自
民
党
総
裁
選
の
候
補
者
共

同
会
見
で
、
９
条
改
憲
案
を
秋

の
臨
時
国
会
に
提
出
す
る
と
明

言
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
春
の
一
斉
地
方
選

挙
、
夏
の
参
議
院
選
挙
、
５
月

の
天
皇
退
位
な
ど
の
日
程
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

も
と
で
２
０
２
０
年
ま
で
に
改

憲
を
行
う
た
め
に
、
安
倍
政
権

０
０
万
人
署
名
の
広
が
り
が
改

憲
発
議
を
阻
止
し
ま
し
た
。

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」
は
、

１
８
０
０
万
筆
（
全
国
報
告
集

計
、
７
月
末
）
と
広
が
っ
て
お

り
、
国
民
は
安
倍
９
条
改
憲
を

望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
大

き
く
署
名
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

自
民
党
麻
生
派
が
安
倍
首
相

に
、
来
夏
の
参
議
院
選
挙
前
に

国
民
投
票
を
実
施
す
る
よ
う
要

請
し
、
安
倍
首
相
は
「
考
え
は

全
く
同
じ
」と
応
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
論
調
査
で
は
、

安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
50
％
を

切
り
、
秋
ま
で
の
改
憲
案
提
出

に
『
反
対
』
が
48
％
（
８
月
、

共
同
通
信
）
に
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
安
倍
首
相
は
先
の

通
常
国
会
で
も
、
改
憲
の
「
実

現
の
時
を
迎
え
て
い
る
」
と
発

議
を
目
指
し
ま
し
た
が
、「
森

友
・
加
計
疑
惑
」
な
ど
や
、
安

倍
９
条
改
憲
に
反
対
す
る
３
０

は
、
臨
時
国
会
で
の
改
憲
発
議

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

続
き
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

京教組
山元 幸一さん

３
０
０
０
万
人
署

名
に
全
力

　

３
０
０
０
万
人
署
名
の
取
り

組
み
を
強
め
て
い
る
。
９
月

は
、「
９
条
９
月
行
動
」
と
銘

打
っ
て
、
署
名
ゼ
ロ
職
場
を
な

く
す
こ
と
、
返
信
用
封
筒
の
活

用
を
す
す
め
、
署
名
用
紙
の
全

戸
配
布
の
取
り
組
み
も
実
施
し

て
い
く
。
沖
縄
県
知
事
選
挙
勝

利
へ
、
玉
城
デ
ニ
ー
さ
ん
の
支

京都国公
北久保和夫さん

社
保
庁
不
当
解
雇
闘
争

の
勝
利
解
決
め
ざ
し
て

　

社
保
庁
の
不
当
解
雇
闘
争
が

10
年
に
な
る
。
現
在
、
全
国
５

ヵ
所
の
裁
判
所
で
た
た
か
っ
て

い
る
。
こ
の
秋
、
東
京
事
案
、

愛
媛
事
案
で
高
裁
判
決
が
出
さ

れ
る
。
裁
判
支
援
を
強
め
た

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
京
都
訴

訟
の
勝
利
判
決
、
生
協
パ
ー

ト
労
組
と
京
自
教
光
悦
分
会

の
勝
利
和
解
と
い
う
う
れ
し

い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
厚
生
闘
争
団
は
、「
京

都
事
案
の
裁
判
は
終
結
し
た

が
、
解
決
め
ざ
し
て
引
き
続

が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
刻
も

早
く
解
決
し
た
い
」
と
報
告

と
決
意
を
表
明
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
五
大
エ
ン
ボ
デ
ィ
分
会
は

裁
判
支
援
を
訴
え
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
・
Ｋ
Ｓ
Ａ
分
会
は
、

「
勝
利
和
解
の
協
議
中
」
と

報
告
。

き
た
た
か
う
」、
青
い
と

り
裁
判
原
告
団
は
、「
最

高
裁
へ
上
告
し
た
た
か
い

を
継
続
し
て
い
る
」
と
支

援
を
訴
え
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議

団
は
、「
会
社
と
の
協
議

　

明
乳
争
議
団
は
、「
20
数
年

の
た
た
か
い
、
必
ず
勝
利
し

た
い
」。全
員
総
連
プ
リ
ン
ト

パ
ッ
ク
分
会
は
、「
不
当
労
働

行
為
救
済
を
勝
ち
取
り
、
働

き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
す
」

と
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟

の
原
告
は
、「
裁
判
勝
利
へ

い
っ
そ
う
の
支
援
を
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
争
議
の
勝
利
解

決
へ
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し

た
。

足
で
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

京都医労連
柳生 剛志さん

要
求
の
可
視
化
を

重
視
し
て

　

７
年
連
続
の
増
勢
で
、
６
４

２
２
人
と
な
っ
た
。
高
雄
病
院

労
組
の
加
入
は
、
い
ま
の
医
療

現
場
の
実
態
を
反
映
し
て
お
り

特
徴
的
。
春
闘
で
は
、
要
求
を

可
視
化
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

め
ざ
し
た
。
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
病
院
で
は
、
組
合
員
の
生
活

実
態
を
メ
ー
ル
で
理
事
長
に
届

け
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
要

求
を
獲
得
し
て
い
る
。
他
の
組

合
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
活

用
し
て
生
活
実
態
を
見
え
る
よ

う
に
し
、
社
会
的
な
告
発
も
必

要
と
工
夫
し
て
、
目
立
つ
デ
モ

も
行
っ
た
。
社
会
保
障
問
題
で

は
、
地
域
医
療
構
想
の
下
で
、

在
宅
医
療
が
増
加
し
て
い
る
。

自
治
体
へ
の
要
求
運
動
が
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
会
議
の
活
性

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
る
。
組
織
拡
大
で
は
、
拡
大

月
間
（
９
・
10
月
）
で
の
組
合

員
訪
問
を
通
じ
て
、
班
・
分
会

の
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
目
標

達
成
を
め
ざ
す
。

京都自治労連（京都市職労）
大野 由晴さん

公
務
職
場
の

実
態
と
た
た
か
い

　

地
公
法
、
地
自
法
を
変
え
、

会
計
年
度
任
用
制
度
が
新
設
さ

れ
た
。
毎
年
、
選
考
に
さ
ら
さ

れ
、
継
続
し
た
雇
用
を
否
定
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
京
都

市
で
働
く
嘱
託
職
員
の
怒
り
と

な
り
、
自
ら
が
た
た
か
い
の
先

頭
に
立
つ
人
も
出
て
い
る
。
働

き
方
問
題
で
は
、
残
業
の
上
限

を
超
え
る
人
が
３
５
５
人
も
い

る
の
が
現
実
。
ま
た
、
他
律
的

行
政
は
適
用
外
と
な
っ
て
い
る

が
、
誰
が
決
め
る
の
か
不
明

確
。
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
が
、
中
央
の
押
し
付
け
に
よ

っ
て
、
全
国
の
自
治
体
で
進
ん

で
い
る
。
そ
れ
に
抵
抗
す
る
首

長
が
必
要
だ
。
沖
縄
県
知
事
選

挙
で
は
、
自
治
労
連
も
全
力
で

支
援
し
て
い
く
。

丹労連
近江 裕之さん

丹
後
で
の

た
た
か
い

　

峰
山
の
縫
製
会
社
で
、
賃
金

未
払
い
を
き
っ
か
け
に
組
合
を

結
成
し
た
。
米
軍
基
地
を
め
ぐ

っ
て
は
、
敷
地
外
の
掘
削
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
問
題
な
ど
が
発
生

し
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
、
機

敏
に
た
た
か
っ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
の
た
た
か
い
の
結
果
、
全

国
的
に
も
ま
れ
な
安
全
安
心
対

策
会
議
が
設
置
さ
れ
、
米
軍
向

け
の
自
動
車
安
全
講
習
も
行
わ

れ
て
い
る
。
高
校
再
編
問
題
で

は
、「
学
校
が
な
く
な
る
と
地

域
も
衰
退
す
る
」
と
、
こ
れ
ま

で
運
動
し
て
き
た
。
府
教
委
も

「
再
編
を
や
ら
な
い
」
と
は
言

わ
な
い
が
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
を

し
て
き
て
い
る
。
３
０
０
０
万

加
し
た
が
、
誰
も
ク
リ
ヤ
ー
で

き
な
か
っ
た
。
最
賃
で
は
生
活

で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
。
最

賃
ア
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
、
学

習
会
や
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
な
ど
を

行
い
、
最
賃
違
反
の
広
告
は
な

い
か
と
「
最
賃
探
索
」
に
も
取

り
組
ん
だ
。

福祉保育労
久保 昌史さん

小
規
模
保
育
事
業
の

実
態

　

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
の
下

で
つ
く
ら
れ
た
小
規
模
保
育
の

実
態
、
子
ど
も
が
10
人
程
度
と

少
な
い
た
め
、
補
助
金
が
少
な

く
運
営
が
困
難
に
。
職
員
の
ボ

ー
ナ
ス
が
出
な
い
こ
と
も
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
運
営
責
任
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
京
都

市
が
無
策
。
子
ど
も
は
ぐ
く
み

局
は
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の

か
。
ま
た
、
２
歳
児
ま
で
し
か

対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
３
歳

児
に
な
れ
ば
保
育
所
に
移
行
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
保
育
所
不

性
部
担
当
の
専
従
者
が
減
っ
て

お
り
、
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。

青年部
羽入あい子さん

学
習
と
交
流
を
中

心
に
青
年
部
活
動

　

学
習
と
交
流
を
中
心
に
活
動

し
て
き
た
。
ク
リ
パ
は
74
人
の

参
加
。
初
め
て
の
交
流
企
画

（
い
ち
ご
狩
り
）
は
26
人
の
参

加
。
最
賃
体
験
に
は
11
人
が
参

出
し
た
。
３
０
０
０
万
署
名
は

目
標
を
突
破
し
１
１
０
０
筆
に

到
達
。
幻
の
ド
ラ
マ
「
ひ
と
り

っ
こ
」
の
上
映
運
動
に
取
り
組

み
、
50
回
と
な
っ
た
。
脱
原
発

の
デ
モ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。杉田 栄紀さん

農協労連

農
協
解
体
攻
撃
と
の

た
た
か
い

　

農
協
解
体
攻
撃
と
た
た
か

い
、
職
場
訪
問
、
自
治
体
訪
問

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
し
い

種
子
法
制
定
、
家
族
経
営
農
家

の
支
援
に
共
感
が
広
が
っ
て
い

る
。
一
方
、
丹
の
国
農
協
管
内

以
外
の
自
治
体
で
は
、
農
協
に

対
す
る
厳
し
い
意
見
も
あ
っ
た

が
、
農
協
が
農
家
の
生
活
に
必

要
で
あ
る
こ
と
も
鮮
明
に
な
っ

た
。
職
場
の
現
状
は
、
仕
事
の

困
難
と
低
賃
金
で
、
若
年
者
の

退
職
が
相
次
い
で
い
る
。

山本 和夫さん

年金者組合

６
０
０
０
人
の

組
合
を
め
ざ
し
て

　

年
金
者
組
合
は
創
立
30
周
年

を
迎
え
る
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

年
金
者
組
合
に
。
年
金
者
組
合

は
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
、

京
都
は
毎
年
増
勢
を
続
け
て
い

る
。
現
在
の
５
７
３
０
人
の
組

合
員
数
を
早
く
６
０
０
０
人
に

し
た
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
齢

者
団
体
は
１
２
０
０
万
人
の
組

織
。
そ
う
い
う
組
織
を
め
ざ
し

た
い
。

ＪＭＩＴＵ
山際 丈久さん

８
時
間
労
働
制
の
破
壊
を

職
場
に
持
ち
込
ま
せ
な
い

　

Ｋ
Ｓ
Ａ
・
山
崎
裁
判
は
勝
利

和
解
を
実
現
、
Ｋ
Ｓ
Ａ
分
会
と

五
大
エ
ン
ボ
デ
ィ
分
会
の
不
当

解
雇
撤
回
裁
判
勝
利
へ
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
働
き
方
改
革

は
、
８
時
間
労
働
制
の
破
壊
。

廃
止
と
職
場
へ
の
持
ち
込
み
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
を
し
て
い

く
。
経
営
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
は

な
く
、
産
別
統
一
要
求
と
し

て
、
36
協
定
の
改
悪
を
許
さ
な

い
な
ど
の
要
求
を
掲
げ
て
い

く
。
中
小
企
業
で
は
、
残
業
代

が
生
活
費
に
食
い
込
ん
で
い

る
。
残
業
し
な
く
て
も
暮
ら
せ

る
賃
金
を
求
め
て
い
く
。女性部

堀　照美さん

女
性
部
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

最
賃
ア
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン

に
、
青
年
部
な
ど
と
取
り
組
ん

す
べ
て
の
争
議
の
勝
利
解
決
へ

力
を
あ
わ
せ
よ
う

大会宣言
　京都総評第86回定期大会は、安倍政権が、70年来の労働保護法制を根底から覆し、さらに憲
法９条の改悪で、歴史の歯車を大きく逆転させようとする一方、それに対抗する労働者・国民
と立憲野党の共同が広がるなかで開かれました。
　大会の討論では、安倍政権が、国会では多数派であっても、地域では少数派であることの確
信が広がり、賃上げとまともな雇用を求めて職場と地域でたたかうことの重要性が強調されま
した。また、組織拡大の取り組みから、今こそ労働組合が出番であり、その役割が社会的に求
められていることが明らかになりました。
　安倍首相は、憲法９条改悪を最大の公約に、自民党総裁選挙での３選を果たし、秋の臨時国
会に自民党改憲案を発議しようとしています。しかし、どの世論調査でも、国民は改憲を望ん
でいません。さらに、国会運営での立憲主義破壊、政治の私物化も相まって、国民世論との矛
盾は広がる一方です。
　経済でも安倍政権の行き詰まりは深刻です。ＧＤＰが若干プラスになったとしても、消費支
出は回復せず、経済の継続的成長が見込めないまでに貧困と格差が拡大しています。
　京都総評は、「誰でも、どこでも、８時間働けばまともな暮らしを！人間らしく働くルール
の実現を」をスローガンに、18秋季年末闘争と19春闘で、大幅賃上げとまともな雇用で、働く
者のフトコロをあたためて、暮らしも地域も元気にしていくことを求めるとともに、安倍政権
の「働くルール」つぶしを職場に持ち込ませない、対話と共同を広げることを呼びかけます。

　臨時国会での自民党改憲案の発議を阻止するために、共同の輪をさらに広げ、「安倍９条改
憲ＮＯ！全国統一署名」に総力をあげましょう。「沖縄にも京都にも米軍基地はいらない」の
声を広げ、沖縄県知事選挙に勝利し、沖縄・辺野古への新基地建設を阻止しましょう。
　世論と安倍政権の暴走がかつてなく矛盾を深めたいまこそ、労働組合が総決起して、解散・
総選挙を求める大運動をすすめるときです。
　臨時国会を「憲法９条改悪反対・戦争法廃止」「まともな雇用と賃金を」「消費税の再増税反
対！社会保障の充実を」の声で包囲し、労働者・国民の要求実現に全力をあげましょう。今こ
そ、生活できる賃金と均等待遇、まともな雇用など、すべての労働者の要求実現をかならずか
ちとりましょう。
　「ひとりの労働者も路頭に迷わせない」「いのちと健康の不安なく働き続ける」ために、争
議の勝利・解決へ力を合わせましょう。
　すべての労働者に労働組合を知らせ、組織拡大・強化３ヵ年計画に基づいて、組織の強化と
拡大に、総力をあげましょう。
　そして、半年後の統一地方選挙とそれに続く参議院選挙で、憲法を守って生かす政治を求
め、労働者・府民のいのちと暮らしを守る要求を掲げて、総決起することを心から呼びかける
ものです。
　以上、宣言します。

2018年９月２日　　　　　　　　　　　　　
京都地方労働組合総評議会　第86回定期大会

議　　　長　梶川　　憲　京教組
副　議　長　奥井　正美　福知山地労協
　　〃　　　河口　隆洋　京教組
　　〃　　　福島　　功　京都自治労連
　　〃　　　松本　隆浩　京都医労連
　　〃　　　山本善五郎　ＪМＩＴＵ
　　〃　　　吉岡　　勝　福祉保育労
事 務 局 長　池田　和弘　京建労
事務局次長　西山　英利　京都自治労連
　　〃　　　柳生　剛志　京都医労連�（新）
　　〃　　　山縣　哲也　全国一般
常 任 幹 事　長田　　学　化学一般� （新）
　　〃　　　小林　竜雄　京都自治労連
　　〃　　　酒井　仁巳　京建労
　　〃　　　坂田　政春　京都医労連

　　〃　　　佐々江洋志　私教連
　　〃　　　佐藤　新一　乙訓地労協�（新）
　　〃　　　杉江　雅之　国労京滋
　　〃　　　西田九二男　合同繊維
　　〃　　　早田　武彦　建交労� （新）
　　〃　　　藤井　　歩　福祉保育労�（新）
　　〃　　　藤村　稔治　京都放送労組
　　〃　　　藤原　敏秀　自立労連
　　〃　　　森　　吉治　京都自治労連
　　〃　　　森　智重美　女性部� （新）
　　〃　　　矢野　芳彦　京都国公
　　〃　　　山中　康司　ＪМＩＴＵ
　　〃　　　山本　和夫　年金者組合�（新）
　　〃　　　四ヶ谷ひろ子　伏見地区労
会 計 監 査　上田　秀世　郵政ユニオン

　　〃　　　西村　　功　西右京地区労�（新）
　　〃　　　向井　牧子　全印総連
特別常任幹事　岩橋　祐治　全労連副議長

【退任役員】
副　議　長　鎌野　敏徳　全国一般
常 任 幹 事　石川恵美子　女性部
　　〃　　　井上　治夫　乙訓地労協
　　〃　　　川口　孝男　建交労
　　〃　　　澤井　憲子　福祉保育労
　　〃　　　西原　圭介　化学一般
　　〃　　　濱見　秀行　農協労連
　　〃　　　藤原　克東　年金者組合
会 計 監 査　川上　裕光　左京地区労

組織拡大の大運動
�単産・地域「総がかり」で

争
議
団
・
争
議
組
合
の
訴
え

め
て
い
る
。
ま
た
、
利
益
優
先

で
、
赤
字
路
線
が
廃
止
さ
れ
て

い
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題
。

●
文
書
発
言
●

◦
綾
部
地
労
協

�

　

大
島
辰
哉
さ
ん

　

大
会
運
営
に
つ
い
て
の
意
見

臨
時
国
会
で
の
改
憲
発
議
許
す
な

３
０
０
０
万
人
署
名
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う

街頭で3000万署名を訴える

雇
用

賃
金

り
、
特
定
最
賃
の
学
習
会
も
開

催
し
た
。
介
護
分
野
の
福
祉
保

育
労
の
組
織
で
は
、
一
人
組
合

員
や
少
数
組
合
も
一
定
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
、
会
議
も
開
け

な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
今
年

度
か
ら
、
定
例
的
に
会
議
を
開

催
し
、
状
況
交
流
を
は
か
っ
て

き
た
。
活
動
が
停
滞
し
て
い
る

分
会
で
は
、
学
習
も
強
め
な
が

ら
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

国労京滋
多賀野 修さん

安
全
・
安
心
の
Ｊ
Ｒ
め
ざ

し
、人
員
増
を
求
め
る

　

Ｊ
Ｒ
で
〝
安
全
運
行
〟
が
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
新
幹

線
の
台
車
断
裂
問
題
も
、
異
常

に
気
が
付
き
な
が
ら
３
時
間
半

も
走
ら
せ
た
こ
と
が
問
題
。
そ

の
他
に
も
事
故
が
頻
発
し
て
い

る
。
背
景
に
は
、
か
つ
て
５
万

８
０
０
０
人
い
た
労
働
者
が
、

２
万
９
０
０
０
人
に
減
ら
さ

れ
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
が
あ

る
。
必
要
な
人
員
の
確
保
を
求

持
を
決
定
し
た
。

東山地区労
川勝 顕一さん

東
山
地
域
で
の

取
り
組
み

　

脱
原
発
に
熱
心
な
人
が
、
新

た
に
幹
事
に
な
っ
た
。
そ
の
影

署
名
で
は
、
１
万
４
０
０
０
筆

を
目
標
に
し
て
き
た
が
、
１
万

３
０
０
０
筆
を
超
え
た
の
で
目

標
を
２
万
筆
に
引
き
上
げ
た
。

宇城久地区労
山岡 啓基さん

学
び
、交
流
で
き
た

労
働
学
校

　

９
～
12
月
に
か
け
て
労
働
学

校
を
開
催
し
、
の
べ
３
５
０
人

が
参
加
し
た
。
学
習
と
と
も

に
、
普
段
会
う
こ
と
の
な
い
組

合
員
が
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
で

き
た
。
今
年
度
も
や
り
た
い
。

宇
治
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
10

年
前
か
ら
指
定
管
理
者
の
運
営

と
な
り
、
運
営
費
の
大
半
は
宇

治
市
か
ら
出
て
お
り
、
予
算
要

求
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

指
定
管
理
の
制
度
が
職
員
の
処

遇
改
善
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い

る
。
運
営
を
請
け
負
っ
て
い
る

で
き
た
。
働
く
女
性
の

京
都
集
会
は
１
３
０
人

が
参
加
。
多
数
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

し
て
取
り
組
ん
だ
。
講

演
で
は
、
６
人
に
１
人

の
子
ど
も
の
貧
困
は
、

そ
の
背
景
に
あ
る
女
性

の
貧
困
が
連
鎖
し
て
い

る
と
い
う
指
摘
が
印
象

的
。
労
働
局
要
請
、
京

都
府
、
府
教
委
へ
の
要

請
行
動
も
行
っ
て
き

た
。
組
織
的
に
は
、
女

京建労
吉岡　徹さん

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

裁
判
完
全
勝
訴

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
、
大

阪
高
裁
判
決
は
一
人
親
方
も
含

め
た
完
全
勝
利
判
決
を
勝
ち
取

っ
た
。
大
き
な
支
援
の
お
か

げ
。
救
済
基
金
の
設
立
に
向

け
、
自
民
党
議
員
へ
の
要
請
を

強
化
し
て
い
く
。
沖
縄
県
知
事

選
挙
は
何
と
し
て
も
勝
利
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て

財
団
の
雇
用
者
責
任
を
問
う
て

い
く
。

綴喜地労協
谷田 健治さん

八
幡
ユ
ニ
オ
ン
を

結
成

　

８
月
に
八
幡
ユ
ニ
オ
ン
を
結

成
し
た
。
非
正
規
の
学
校
図
書

館
司
書
の
方
か
ら
相
談
が
。
15

日
間
勤
務
が
減
ら
さ
れ
、
さ
ら

に
サ
ー
ビ
ス
残
業
も
あ
る
。
市

教
委
と
交
渉
し
て
い
る
。
八
幡

市
職
労
（
連
合
自
治
労
）
に
協

力
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
交

渉
に
同
席
し
て
く
れ
た
。
10
人

の
職
場
で
３
人
が
加
入
、
過
半

数
の
組
織
化
を
め
ざ
す
。
ま

た
、
２
０
２
０
年
か
ら
導
入
さ

れ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
学
習
会
を
開
催
す
る
と
、

23
人
が
参
加
さ
れ
た
。
引
き
続

き
行
っ
て
い
く
。

響
も
あ
り
、
英
語
表
記
の
プ
ラ

カ
ー
ド
も
作
っ
た
。
祇
園
石
段

下
で
の
宣
伝
は
、
外
国
人
観
光

客
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
年

２
回
、
な
ん
で
も
相
談
会
を
行

っ
て
い
る
。
民
泊
問
題
の
相
談

が
多
い
と
予
想
し
て
い
た
が
、

「
空
き
家
」
問
題
の
相
談
が
持

ち
込
ま
れ
た
。

水
禁
世
界
大
会
に
も
７
人
が
参

加
す
る
な
ど
、
青
年
の
奮
闘
が

目
立
っ
て
い
る
。

福祉保育労
大西　謙さん

介
護
労
働
者
の
組
織

化
と
分
会
活
性
化

　

介
護
労
働
者
の
組
織
化
に
向

け
て
、
ケ
ア
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
の

活
動
を
す
す
め
て
い
る
。
介
護

労
働
者
の
処
遇
は
、
有
資
格
者

な
ど
は
国
か
ら
処
遇
改
善
助
成

金
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
底

上
げ
が
必
要
。
そ
の
こ
と
も
あ

い
。
京
都
事
案
の
裁
判
は
終
結

し
た
が
、
解
決
を
求
め
て
国
へ

の
署
名
運
動
な
ど
を
す
す
め
て

い
る
。
勝
利
解
決
め
ざ
し
て
し

て
が
ん
ば
る
。

全印総連
柳瀬 一行さん

組
織
拡
大
に
全
力
で

取
り
組
む

　

拡
大
を
進
め
る
た
め
、
オ
ル

グ
台
帳
を
作
っ
て
い
る
。
対
象

者
の
基
本
デ
ー
タ
か
ら
、
興
味

・
関
心
、オ
ル
グ
の
経
過
な
ど
を

記
載
し
て
い
る
。
中
西
印
刷
で

は
、
新
加
入
者
の
組
合
費
の
割

引
も
行
い
、
若
い
組
合
員
を
増

や
し
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
パ
ッ

ク
は
、
争
議
を
解
決
し
、
組
合

に
加
入
し
て
も
会
社
か
ら
干
渉

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

京都医労連
勝野由起恵さん

夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
求
め
て

　

「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
」

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
ぜ

ひ
ご
協
力
を
。
い
ま
、
人
手
不

足
か
ら
、
医
師
の
仕
事
を
看
護

師
に
移
管
し
よ
う
と
す
る
企
み

が
進
ん
で
い
る
。
夜
勤
の
実
態

は
、
12
～
16
時
間
勤
務
が
月
５

～
６
回
が
当
た
り
前
。
健
康
リ

ス
ク
や
作
業
効
率
の
低
下
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

京都自治労連（府職労連）
高橋 幸信さん

様
々
な
取
り
組
み
に

青
年
が
奮
闘

　

福
知
山
の
児
童
相
談
所
の
改

築
で
、
業
務
を
長
田
野
に
移
転

す
る
が
、
駅
か
ら
30
分
も
か
か

る
。
し
か
も
、
現
在
設
置
さ
れ

て
い
る
１
次
保
護
所
の
機
能
も

移
転
で
き
る
か
ど
う
か
が
疑
問

視
さ
れ
て
い
る
。
北
部
の
相
談

体
制
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
か

ね
な
い
。
こ
の
間
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
３
回
取
り
組
ん
だ

が
、
青
年
が
率
先
し
て
多
数
参

加
し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
原

情勢報告：�福山 真劫氏�
（総がかり実行委員会共同代表）

日　　時：10月11日（木）18：30～
会　　場：キャンパスプラザ

安倍内閣退陣・署名行動
交流決起集会

全国市民アクション・京都

京都総評　新役員
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８
８
２
円
に
引
き
上
げ

京
都
府
の
最
低
賃
金（
10
月
１
日
か
ら
）

　

８
月
10
日
、
人
事
院
は
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
な
ど
に
つ

い
て
、
官
民
較
差
（
月
例
給
で

０
・
16
％
、
６
５
５
円
）
に
基

　

今
年
の
最
低
賃
金
の
改
定

は
、
昨
年
を
上
回
る
時
間
額
26

円
の
引
き
上
げ
で
８
８
２
円

（
10
月
１
日
か
ら
）
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
を
上
回
る
上
げ
幅

と
な
っ
た
も
の
の
、
最
低
限
の

生
活
が
で
き
る
賃
金
と
は
な
ら

ず
、
大
変
不
十
分
な
も
の
で

す
。
早
期
に
１
０
０
０
円
に

し
、
１
５
０
０
円
へ
と
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

最
低
賃
金
改
定
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
る
（
実
際
の
賃
上
げ

に
つ
な
が
る
）
労
働
者
が
、
約

14
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

低
賃
金
改
定
を
広
く
知
ら
せ
、

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
世
論

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
当
面
、
別
表
の
よ
う
に

「
周
知
宣
伝
」
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
宣
伝
個
所

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
」制
度
を

職
場
に
持
ち
込
ま
せ
な
い

　

２
０
１
９
年
４
月
に
「
残
業

代
ゼ
ロ
」
制
度
で
あ
る
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
創

設
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

（
大
企
業
）が
施
行
さ
れ
ま
す
。

職
場
に
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制
度

を
持
ち
込
ま
せ
な
い
取
り
組
み

を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
36
協

定
の
内
容
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
、
時
間
外
労
働
の
上
限
は
月

45
時
間
以
内
と
す
る
こ
と
や
イ

ン
タ
ー
バ
ル
規
制
の
労
使
協
定

締
結
な
ど
、
長
時
間
労
働
を
是

正
す
る
職
場
で
の
取
り
組
み
が

重
要
で
す
。「
８
時
間
働
け
ば
ま

と
も
に
暮
ら
せ
る
」
労
働
条
件

の
改
善
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

関
西
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
京
都

１
陣
訴
訟
の
大
阪
高
裁
判
決

が
、
８
月
31
日
に
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。
高
裁
判
決
は
、
国
と

企
業
の
責
任
を
認
め
、
一
人
親

方
に
つ
い
て
も
労
働
者
と
同
等

の
救
済
を
受
け
る
権
利
が
あ
る

と
い
う
、
全
面
勝
訴
判
決
で
し

た
。

　

報
告
集
会
で
弁
護
団
長
の
村

山
弁
護
士
は
、「
被
害
者
全
員

が
認
め
ら
れ
た
大
き
な
勝
利
。

全
面
勝
訴
だ
」
と
力
説
。
京
都

総
評
の
梶
川
議
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
ど
ん
な
雇
用
形
態
で
あ

ろ
う
と
命
の
重
み

に
差
は
な
い
と
認

め
た
画
期
的
な
内

容
」「
命
を
守
る

政
治
と
経
済
の
在

り
方
を
も
と
め
る

た
た
か
い
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

国
と
企
業
に
全

面
解
決
を
急
ぐ
よ

う
、
さ
ら
に
運
動

を
強
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

互
連
帯
で
官
民
協
力
し
て
運
動

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ

め
ざ
し
て
運
動
を

　

京
都
総
評
は
、「
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
め
ざ
し
、
今
す
ぐ

１
０
０
０
円
に
」
と
署
名
運
動

に
取
り
組
み
、
７
月
20
日
に
は

昼
デ
モ
と
労
働
局
へ
の
請
願
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
祇

園
祭
で
の
「
最
賃
う
ち
わ
宣

伝
」
な
ど
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
世
論
を
つ
く
る
運
動
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
「
水
道
事
業
民
間
委

託
」
に
つ
い
て
の
緊
急
学
習
会

が
９
月
１
日
、
福
知
山
地
労
協

と
福
知
山
市
職
の
主
催
で
開
催

さ
れ
、
38
人
が
参
加
。

　

自
治
労
連
公
営
企
業
評
議
会

の
近
藤
夏
樹
事
務
局
長
が
講

演
。
近
藤
氏
は
、
政
府
が
民
営

化
の
口
実
と
し
て
「
老
朽
施
設

の
更
新
、
技
術
継
承
、
人
口
減

に
よ
る
収
益
減
少
」
な
ど
を
強

調
し
て
い
る
が
、「
民
営
化
で

危
機
は
な
く
な
ら
な
い
」
と
解

説
。
パ
リ
の
再
公
営
化
の
例
に

も
触
れ
、「
水
道
は
、
生
存
権

に
係
わ
る
福
祉
。
住
民
参
加
や

自
治
体
間
の
公
公
連
携
な
ど
、

問
題
解
決
の
再
構
築
が
必
要
」

と
し
ま
し
た
。

勧
告
の
作
業
に
あ
た
る
こ
と
―

な
ど
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
務
員
の
賃
金
改
善
は
、
翌

年
の
春
闘
に
影
響
し
、「
賃
上

げ
の
好
循
環
」
を
つ
く
り
、
す

べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を
実

現
す
る
た
め
に
、
官
民
一
体
で

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

同
時
に
、
民
間
の
年
末
一
時

金
闘
争
も
重
要
で
す
。
す
べ
て

の
職
場
で
年
末
一
時
金
増
額
を

め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
こ
と
、
相

反
映
で
す
。し
か
し
、こ
の
水
準

で
は
公
務
労
働
者
の
生
活
改
善

に
つ
な
が
る
賃
上
げ
と
し
て
は

大
変
不
十
分
な
も
の
で
す
。
人

事
院
勧
告
に
続
い
て
、
京
都
府

人
事
委
員
会
勧
告
が
10
月
に
、

京
都
市
人
事
委
員
会
勧
告
が
９

月
に
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

京
都
総
評
は
、
８
月
30
日
に

民
間
労
組
を
中
心
に
京
都
府
・

京
都
市
の
人
事
委
員
会
に
対

し
、
①
す
べ
て
の
職
員
・
教
職

員
に
対
し
、
人
事
院
勧
告
を
上

回
る
と
と
も
に
、
月
例
給
で
の

給
与
改
善
を
お
こ
な
う
こ
と
、

②
府
内
（
京
都
市
内
）
の
労
働

者
の
賃
金
底
上
げ
に
資
す
る
立

場
か
ら
、
独
自
性
を
も
っ
て
、

づ
き
、
初
任
給
１
５
０
０
円
、

若
年
層
１
０
０
０
円
程
度
、
そ

の
他
４
０
０
円
の
月
例
給
引
き

上
げ
、
一
時
金
０
・
05
月
引
き

上
げ
な
ど
を
勧
告
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
５
年
連
続
の
引
き
上
げ

で
、
公
務
労
組
と
民
間
労
組
が

一
体
と
な
っ
て
、

粘
り
強
く
た
た
か

っ
て
き
た
こ
と
の

　

翁
長
雄
志
沖
縄
県
知
事
が
８

月
８
日
に
急
逝
さ
れ
、
沖
縄
県

知
事
選
挙
が
９
月
13
日
告
示
・

30
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

沖
縄
県
知
事
選
挙
は
、「
建

白
書
３
項
目
（
普
天
間
基
地
撤

去
、
オ
ス
プ
レ
イ
撤
去
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
反
対
）」
で
一

致
し
た
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
玉

城
デ
ニ
ー
候
補
と
安
倍
政
権
い

い
な
り
の
前
・
宜
野
湾
市
長
と

の
事
実
上
の
一
騎
打
ち
で
す
。

同
時
に
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り

に
暴
走
す
る
安
倍
政
治
と
の
対

決
で
あ
り
、
日
本
の
政
治
の
あ

り
方
を
問
う
選
挙
と
な
り
ま

す
。

　

辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事

は
、
辺
野
古
側
の
浅
瀬
で
工
事

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

大
浦
湾
側
は
工
事
が
す
す
め
ら

れ
ず
、手
つ
が
ず
の
状
態
で
す
。

大
浦
湾
の
海
底
は
超
軟
弱
地
盤

の
う
え
、
活
断
層
が
走
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
工
事
を
進

め
る
た
め
に
は
地
盤
改
良
の
設

計
変
更
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
許

可
権
限
は
沖
縄
県
知
事
で
す
。

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
玉
城
デ
ニ

ー
候
補
が
勝
利
す
れ
ば
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
工
事
を
す
す
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

知
事
選
挙
勝
利
は
、「
基
地

に
頼
ら
な
い
経
済
・
県
政
」
を

さ
ら
に
す
す
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
改
憲
を
阻
止
す
る
大
き

な
力
と
も
な
り
ま
す
。

　

沖
縄
県
知
事
選
挙
勝
利
を
め

ざ
し
、
京
都
か
ら
支
援
を
強

め
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

勝利判決に喜ぶ京建労の仲間たち

熱
い
思
い
を
寄
せ
書
き
に

講
演
を
聞
き
、
学
ぶ

最
賃
引
き
上
げ
求
め
て

　

京
都
府
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
26
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
８
８
２
円
に
な
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
改
定
を
周
知
し
、
時
間
額
１
０
０
０
円
の
早

期
実
現
を
求
め
て
最
賃
闘
争
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

公
務
員
賃
金
改
善
の
た
た
か
い
、
年
末
一
時
金
闘
争
を

官
民
一
体
で
取
り
組
み
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
底
上

げ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

官
民
一
体
で
、公
務
員
賃
金

改
善・年
末
一
時
金
闘
争
を

翁
長
さ
ん
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、

沖
縄
県
知
事
選
挙
勝
利
を
め
ざ
そ
う

住
民
参
加
・
公
公
連
携
で

再
構
築
を

「
水
道
民
間
委
託
」
緊
急
学
習
会

関西建設アスベスト京都１陣訴訟

大阪高裁で
全面勝利判決

まともな雇用と暮らせる賃金もとめ

秋季年末闘争に全力を

　

最
近
、
絵
本
を
読
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

凝
り
固
ま
っ
た
あ
た
ま
を

解
き
ほ
ぐ
し
、
初
心
に
帰
ら

せ
て
く
れ
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、
私
は
絵
本
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
最

近
「
小
学
生
が
え
ら
ぶ
！

〝
こ
ど
も
の
本
〟
総
選
挙
」

ベ
ス
ト
10
の
中
に
も
４
冊
が

ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
ヨ
シ
タ
ケ

シ
ン
ス
ケ
さ
ん
の
絵
本
は
ど

れ
も
、
子
ど
も
に
と
っ
た
ら

「
あ
た
り
ま
え
」、
お
と
な

に
と
っ
た
ら
「
へ
ぇ
～
そ
う

か
」「
こ
ん
な
ふ

う
に
思
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
な
ぁ
」

と
、
ま
さ
に
初
心

に
帰
れ
る
絵
本
ば

か
り
。
そ
の
中
で

も
こ
の
「
み
え
る

と
か
み
え
な
い
と
か
」
は
、

自
分
と
異
な
る
体
を
持
っ
た

存
在
の
こ
と
を
、
実
感
と
し

て
感
じ
て
み
た
い
と
い
う
子

ど
も
の
等
身
大
の
感
覚
に
寄

り
添
っ
て
書
か
れ
た
絵
本
で

す
。『
目
の
見
え
な
い
人
は

世
界
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
』
の
本
が
き
っ
か
け
に
な

っ
た
そ
う
。
併
せ
て
ぜ
ひ
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。「
な

る
ほ
ど
、
そ
っ
ち
の
見
え
る

世
界
の
話
も
面
白
い
ね

ぇ
！
」っ
て
い
う
感
覚
大
事

に
し
た
い
で
す
。

澤
井
　
憲
子

福
祉
保
育
労
京
都
地
本
　
副
委
員
長

書名・�みえるとか　
みえないとか

出版社・アリス館
著者・ヨシタケシンスケ
相談・伊藤亜紗
定価・1400円＋税

書名・�目の見えない人
は世界をどう見
ているのか

出版社・光文社新書
著者・伊藤亜紗
定価・760円＋税

わたしの
オススメ

本 『
み
え
る
と
か
み
え
な
い
と
か
』

『
目
の
見
え
な
い
人
は

�

世
界
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
』

最低賃金周知一斉ターミナル宣伝

北 大 路 責市職労、北上地区労
烏丸今出川 責市職労、合同繊維、私教連
烏丸御池 責市職労、郵産ユニオン、中京地区労

阪急西院 責�医労連、自治労連、化学一般、西
右京地区労

阪急四条大宮 責福保労、出版労連、通信労組
四条烏丸 責府職労連、京都国公、全受労
烏丸丸太町 責府職労連、京都放送労組、京都新聞労組
JR丹波口 責府職労連、国労京滋、下京地区労
近鉄上鳥羽 責ＪＭＩＴＵ、建交労、農協労連、南地区労
東大手筋 責府職労連、市職労、伏見地区労
四条京阪 責京教組、東山地区労

神宮丸太町 責�京教組、年金者組合、国大教連、全国一般（互助）、左京地区労
山科椥辻 責市職労、山科地区労
J R亀 岡 責府職労連、亀岡地労協
JR西大路 責全国一般（本部・生協）、京建労、全印総連

近鉄大久保 責�自治労連（宇治）、自立労連、全国一般（大久保自教）、宇城久地区労
※�配置にこだわらず、単組・支部・分会からは
参加しやすいターミナルへ参加を

日程  10月３日（水）７：45～８：15
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